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 第４学年 特別の教科 道徳 学習指導案 

対象 第４学年２組  

指導者 竹田 優花  

 

１ 主題名 家族の助け合い〔内容項目〕C 家族愛、家庭生活の充実 

  教材名 お母さんのせいきゅう書（出典：東京書籍 新しい道徳④） 

 

２ 本時について 

（１） ねらい 

家族の一員として、家族みんなで協力し合って楽しい家庭をつくろうとする態度を育てる。 

（２） 本時の展開 
 

主な発問（発問〇 中心発問◎） 

予想される児童の反応（Ｃ） 
 

・指導上の留意点 

◇評価規準（評価方法） 

導入 

 

１ 家族について考える。 

○みなさんにとって、家族とはどんな存在

ですか。（尊） 

Ｃ安心できる存在。 

Ｃ自分のことを大切にしてくれる存在。 

Ｃなんでも話すことができる存在。 

 

・家族への思いを引き出し、家族との生活で大

切なことは何か投げかけて題材の内容に思考

をつなげる。 

展開 

 

 

 

 

２ 「お母さんのせいきゅう書」を読んで

話し合う。 

○たかしはどんなことを考えて請求書を

出したのでしょうか。 

Ｃお小遣いもらえるかな。 

Ｃいつもお手伝いしているんだからもら

えるだろう。 

 

◎お母さんからの請求書はなぜ 0 円だっ

たのでしょうか。（表）（言） 

Ｃたかしを大切に思っているから。 

Ｃお世話するのは当たり前と思ってくれ

ているから。 

Ｃたかしへの気持ちに気づいてほしかっ

たから。 

 

○たかしはお母さんの請求書を読んだ後 

お母さんにどんなことを言ったでしょ 

 

 

・家族のことではなく、自分の利益を考えてい

たことを押さえる。 

 

 

 

 

・話し合い活動を通して、お母さんの行動の理

由を多角的・多面的に考えられるようにする。 

◇家族の無償の愛が互いを支え合っていること

について考えている。（発言・ワークシート） 

 

 

 

 

・「なぜそのように考えたのか」など発言に対し

て問い返すことでたかしの家族に対する思い
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うか。 

Ｃわがままなことしてごめんなさい。 

Ｃいつも色々なことをしてくれてありが

とう。 

Ｃもっとお手伝い頑張るね。 

 

３ 家族との生活について自分の考えを

もつ。 

○これからどのように家族と生活してい

きたいですか。（表）（言） 

Ｃ感謝の気持ちを忘れずに生活していき

たい。 

Ｃ自分から進んでお手伝いをしたい。 

Ｃ家族が大切に思ってくれていることを

忘れずに生活したい。 

の変化を深められるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・題材の内容を踏まえて今後の家族との関わり

方を考えられるようにする。 

終末 

 

４ 家族についての教師の話を聞く。 ・家族の大切さを感じた瞬間について自分の経

験を話す。 

 

（３） 板書計画 
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場面絵 

 

家族 

・あんしんできる。 

・大切にしてくれ

る。 

・なんでも話すこと

ができる。 

・たかしを大切に思っている。 

・お世話をするのは当たり前 

・たかしへの気持ちに気付い

てほしい。 

・おこづかいもらえるかな。 

・いつもお手伝いしているん

だからもらえるだろう。 

・わがままなことをしてご

めんなさい。 

・いつも色々なことをしてく

れてありがとう。 

・もっとお手伝いがんばる

ね。 

お母さんのせいきゅう書 

お母さん たかし 


